



































































































































































































































































































































































































































































































想一「大東亜共栄閣の思想と現実」ーj 青木書店・ 1998 年）
0 これら種々のタイプの人々（東亜同文会に集った人々）を結びつけていたものは何なのだろうか。そ
れは中国を始めとするアジア諸国に対する f実存型j 関心である。栗原彬氏によれば、日本人のアジア
への関心型は、（ 1 ）「頭罪型J、（ 2 ）「郷愁型j、＜3 > r偏見型j、＜4) r教義型」、（ 5 ）「利害型」、（6) 
「実存型j、（ 7 ）「自律型J の七つに分けられるという（栗原彬「日本人のアジア像J 『歴史とアイデンテイ
ティ j 二一一～二四六頁）。そして「実存型J とは、「権力をもたぬ劣弱な個に立脚して、己れの存在証
明を求める過程それ自体が、抑圧されている第三世界とりわけアジアの人々との聞に連帯感を見出す過












































































（昭和 13 年 1 月、東亜同文会は「支那ノ新情勢二応ジ」、「東車文化ノ復興顕揚、資源開発等、東亜恒久
平和確立ノ枢軸タルベキ諸政策ノ達成三参画シ、ソノ実現二週進スベキ人材ヲ育成センコト期シJ て、
中国圏内に既設の三学校（東亜同文書院、中日学院、江漢中学校）のほか、「東亜文化復興二開スル
教育機関」である東亜同文大学、「資源開発二関スル教育機関j である東亜同文農工業学院と東亜同文
産業学院、「民族親和二関スル教育機関J である東亜同文女子学院の 4校を設立するための独自プラン
を作成したが、このうち東亜同文農工業学院と東亜同文産業学院は農工科と方向性が同じと思われる
が・・・）。
｛座長】どうもありがとうございました。熱のこ
もったコメントをいただきました。以上で全部終
わりまして、会場の方のご意見を伺う時間ですが、
予定の時間を過ぎております。そこでフロアのほ
うから、この際このことは聞いておきたいという
ことがございましたら。よろしいでしょうか…。
88 
そうしましたら今からリュミエールというレスト
ランのほうで懇親会をいたします。発表者の先生
方も皆さんご出席されますので、そちらのほうで
また議論を続けていただけたら幸いです。どうも
長時間ありがとうございました。
